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社
会
福
祉
協
議
会　

新
看
板

除
幕
式

　
九
月
三
十
日
（
金
）、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
う
だ
の
玄
関
に
、
新
し
く
社

会
福
祉
協
議
会
の
看
板
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
看
板
は
、社
協
理
事
、

監
事
の
寄
附
に
よ
り
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
除
幕
式
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
安
芸
高
田
市
の
福
祉
に
全
力
で
取
り
組
み
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と
心
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
二
十
四
年
の
新
春
を
ご
健
勝
で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
社
協
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
お
り
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
自
然
災
害
、
政
情
不
安
定
な
ど
諸
事
多
難
の
う
ち
に
、
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
去
り
ま
し

た
が
、
新
年
が
希
望
に
溢
れ
た
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
社
会
福
祉
制
度
は
、
経
済
の
成
長
と
と
も
に
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
社
会
福
祉
に
対
す
る
市
民
の
意
識
も
大
き
く
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

の
進
展
、
家
庭
と
し
て
機
能
し
て
い
た
実
態
の
崩
壊
、
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
進
展
に

よ
っ
て
、
今
ま
で
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
者
の
保
障
や
救
済
措
置
に
止
ま
ら
ず
、
市
民
全
体
を
対
象

と
し
て
の
生
活
の
安
定
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、社
協
と
し
て
は
今
後
の
大
き
な
事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、市
民
総
へ
ル
パ
ー

構
想
の
理
念
の
も
と
、
一
人
で
も
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
要
介
護
、
高
齢
者
で
一
人
暮
ら
し
、
身
体
に
障
が
い
を
も
つ
等
の
状
況
に
な
っ

て
も
、安
心
し
て
地
域
で
住
め
る
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。そ
れ
は
、「
地

域
の
力
」
こ
れ
を
い
か
に
育
て
て
い
く
か
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
地
域
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
あ
げ
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
在
宅
福
祉
課
長

�
和
田�

篤
志

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
在
宅
福
祉
課
嘱
託
事
務
員

�

丸
本�

和
史

「
ひ
ろ
し
ま
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
応
援
隊
」
に
参
加
し
て

　
私
た
ち
が
参
加
し
た
第
五
陣
は
、
九
月
十
七
日

（
土
）
か
ら
十
九
日
（
月
）
ま
で
の
三
日
間
、
宮
城

県
山
元
町
で
活
動
し
ま
し
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
依
頼
の
あ
っ
た

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
再
建
予
定
地
の
草
刈
り
や
が
れ
き
の

撤
去
作
業
な
ど
生
活
支
援
活
動
と
い
う
内
容
で
し

た
。

　
震
災
か
ら
六
カ
月
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
し
た

が
、
津
波
被
害
の
痕
跡
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
状
況
の

中
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
は
災
害
支
援
か
ら
生
活
支
援

へ
移
行
し
つ
つ
あ
り
、
復
興
は
着
実
に
進
ん
で
い
る

と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
被
災
地
で
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
支
援
が
必
要
で

す
。
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
そ
れ
が
い

く
つ
も
積
み
重
な
る
こ
と
で
被
災
地
の
生
活
復
興
に

　
ひ
ろ
し
ま
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
応
援
隊
と
し
て
三
日
間
、

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
震
災
か
ら
六
カ
月
、
が
れ
き
の
山
や
土
砂
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
復
興
は
確
実
に
進
ん
で
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
現
地
で
の
活
動
内
容
は
、
津
波
の

被
害
で
荒
れ
果
て
た
畑
一
面
の
草
取
り
、
ゴ
ミ
の
撤

去
作
業
、
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
内
で
の
苗
の
作
付
け
作
業

と
い
う
も
の
で
し
た
。
畑
の
草
取
り
作
業
が
終
了

し
、
依
頼
主
か
ら
『
前
を
向
い
て
頑
張
っ
て
い
ま
す

が
、
自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

大
き
な
力
を
も
ら
い
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。』

と
い
う
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り
の

力
は
わ
ず
か
で
も
、
そ
れ
ら
が
集
ま
る
事
で
大
き
な

力
に
な
る
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
社
協
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る
「
と
も
に
支
え
あ
い
心
豊
か
に
」
の
大
切
さ
を

向
け
て
の
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
震
災
が
風
化
し
な
い
よ

う
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る

こ
と
か
ら
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

再
認
識
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
皆
さ
ま
の
支
え
に
な
れ
る

よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

○
平
成
23
年
３
月
12
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日

【
受
付
場
所
】

　

○
安
芸
高
田
市
市
役
所　

本
庁
及
び
各
支
所

　

○
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

本
所
及
び
各
支
所

東
日
本
大
震
災

義
援
金
中
間
集
約

（
平
成
23
年
12
月
31
日
現
在
）

１
７
，４
６
４
，０
２
７
円
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街頭募金・イベント募金のご協力ありがとうございました
赤い羽根共同募金

赤い羽根の水（24本入）
価  格：3,600円（税込）
500ml　ミネラルウォーター

赤い羽根のリストバンド
価  格：1,300円（税込）
カラー：白、赤、黒、青

※�販売価格の約
半分が募金に
なります。

広島東洋カープ

コラボレーションＴシャツ
価  格：2,500円（税込）
サイズ：130㎝，Ｓ，Ｍ，Ｌ

10/ １（土） 街頭募金（ゆめタウン吉田店前） 28,346 円

10/ ９（日） こうだわいわい祭 71,636 円

10/23（日） たかみや大地のまつり 19,985 円

10/30（日） 美土里米舞まつり 22,925 円

11/ ６（日） 八千代およりん祭 40,489 円

募金総額　183,381円

　街頭募金・イベント募金でたくさんのあたたかい募金をいただきました。集まった募金は広島県共同
募金会に全額送金しますが、募金額の約60％が安芸高田市社会福祉協議会へ配分され、ボランティア
活動やふれあいサロンなどの地域福祉事業に充当させていただきます。ご協力ありがとうございました。

【ご注文・お問い合わせ先】
広島県共同募金会安芸高田市支会　☎45-2941

共同募金寄付金付商品を
� よろしくお願いいたします

2012（平成24）年１月 4



「うさぎサロン」は八千代町の下佐々井集会所で開いています。
詳しいことは　市社協八千代支所　電話52-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。

「安芸たかた IT サロン」は吉田町の三丁目旧商店街「遊友サロン」で開いています。
詳しいことは　市社協吉田支所　電話42-2

ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、初めてパソコンを習
う人や多少経験のある老若男女が、「お互
いに教えながら、気楽に、楽しく、元気で」
をモットーに、毎週木曜日に集まり楽しく
活動をしています。
　昨年（平成23年４月）に結成５周年を
迎え、５年間の出来事、会員の思い出話や
作品コーナーなど盛りだくさんの情報を載
せた、「五年の歩み」記念冊子を発行し、
会員や関係者の方々に大変好評でした。
　これからも一層、パソコンを通じてお互
いに親睦を図りながら、楽しい憩いの場と
なるように頑張ります。
� （安芸たかたITサロン世話人）

　下佐々井地区住民で会員を構成する私たちのサロンは、昨年の４月に立ち上げ、毎月第１金曜
日に活動しています。
　サロン名の由来は、うさぎ年に誕生したということで「うさぎサロン」と命名しました。
　10月のサロンは秋祭りで神祇奉納をすることもあり、花笠を新しい和紙に張り替え、練習場
の草取りをしました。サロンのおかげで、地域の皆さんと会う機会も増え、いつも楽しいひとと
きを過ごしています。
　これからも、みんなで行事内容を決め楽しいサロンが続けられるよう頑張りたいと思っています。
� （うさぎサロン世話人）

2012（平成24）年１月5
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「寄りんさいサロン」は高宮町のすだれ集会所で開いています。
詳しいことは　市社協高宮支所　電話57-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。

「青サロン」は美土里町の青老人集会所で開いています。
詳しいことは　市社協美土里支所　電話59-2

ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　サロンを立ちあげ5年が過ぎ、２カ月に一度の集いですが毎回楽しく笑顔で活動しています。
　３年前から、「捨てればゴミ、集めたらお金」の精神でリサイクル活動をしており、その収益
金で食事会を開いています。最初はリサイクルの意味を考え、資源物の分別方法を学ぶところか
ら始まり、今では地域の方の協力もあり、少しずつですがゴミに対する意識も収益金もあがって
います。
　これからも自分たちのサロンを自分たちで賄い、また、地域にも還元していけたらと思ってい
ます。� （寄りんさいサロン世話人）

　私たちのサロンは、手作りのお昼ご飯が自慢のサロンです。
　毎回、家で作った野菜を持ち寄り、心を込めてみんなで料理をしています。
　毎日１人で食事をしている会員さんは、『みんなで食べると美味しいね～』とニッコリ♪
　この他にも、簡単なゲームをしたり、花見や忘年会などの季節の行事を取り入れたりと、いつ
も楽しく活動しています。
　これからも、「ここに来るとホッとできる」と思えるようなサロンになるよう頑張ります。
� （青サロン世話人）

2012（平成24）年１月 6
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「坂中ふれあいサロン（坂15区）」は向原町のふれあいプラザ坂で開いています。
詳しいことは　市社協向原支所　電話46-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。

　秋の収穫も終わり一息つきましたので、季節の食材と新米を使って、見栄えのする美味しいお
弁当を作り、食事会を行いました。
　参加された会員さんからは、『ひとりじゃこれだけの品数作らんし、栄養も考えてある。何よ
りこれだけの大勢の方と食事ができるのが幸せじゃ。』と言ってくださり嬉しく思いました。
　最長老の方の、『皆さん長生きしましょうで～』の声に会員さんも笑顔でうなずかれており、
いつまでも今回のような楽しくふれあえる活動を続けていきたいと思いました。
� （坂中ふれあいサロン（坂15区）世話人）

「さくらサロン」は甲田町の五龍老人集会所で開いています。
詳しいことは　市社協甲田支所　電話45-2

ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、毎月１回集まりみんなで運動や歌、ゲームなどをして楽しく活動しています。
　今回も、「さくらの歌」をみんなで合唱した後、『ラジオ体操しようや～』、『肩を回す運動しよ
うや～』と会員さんがアイデアを出し合い、しっかりと体を動かしました。
　一人暮らしをされている会員さんは、『ひとりじゃ話す機会もないけぇ、ここに来てみんなと
話したり体を動かしたりすると元気になるんよ～』と、毎月のサロンを楽しみにされています。
　これからも、明るく元気になれるサロンを続けていきたいと思います。�（さくらサロン世話人）

2012（平成24）年１月7
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もっと地域の方と交流し、関わりを深くさせたい‼
（吉田高校生活福祉科）

　吉田高校生活福祉科の生徒が、11月14日(月)に「お達者クラブ」(吉田町郷野地区)、11月21
日(月)に「丹寿会」(吉田町丹比地区)を訪問し、地域や高齢者の方との交流を深めました。
　この「友愛訪問」をするにあたり生徒たちは、高齢者の方に喜んでもらうためには何をすれば
良いのかを考え、全て生徒が中心となって事前に企画・準備を行いました。

　お互い自己紹介をした後、学校行事
などの写真を見てもらいながら、自分
たちの通う学校も紹介しました。

　「校歌」と「ふるさと」を
合唱しました。『昔、自分も
歌ったの～』と懐かしむ声が
あがっていました。

　生徒から、今日の日のため
に手作りした「箸置き」、「箸
入れ」、「ハンカチ」をプレゼ
ントしました。

　生徒が作成したカードで神経衰弱‼
同じカードを引き当てると、そのカー
ドにまつわる話を…♪

　音楽に合わせラジオ体操をしまし
た。みんなで体を動かすと気持ちが良
く、心地良い汗を流しました。

2012（平成24）年１月 8



学

輪
　10月30日（日）、クリスタルアージョで「広島県知的障害者福祉大会（一般大会）」、吉田小学
校で「はつらつ大会（本人大会）」が開催され、約900名にも及ぶたくさんの方が参加をされました。
　一般大会では、この大会のテーマでもある「障がいのある人も無い人も共に暮らす地域づくり」
についての記念講演やシンポジウムが行われ、本人大会では、生活や仕事についての話し合いや、
行政へ要望や質問が行われるなど、安全・安心のまちづくりと障がい者への理解や支援基盤につ
いて多くの事を学ぶ機会となりました。

　11月30日(水)、クリスタルアージョ小ホールにおいて、ほほえみさん・サロン世話人合同研修
会を開催し、保健師からの話や、健康あきたかた21推進協議会の皆さんによる寸劇で、「高齢者
のうつ」について学びました。
　また、研修後には交流会を行い、グループ討議やレクリエーションなどで大変盛りあがりました。

「高齢者のうつ」について理解を深めよう
～ほほえみさん・サロン世話人合同研修会～

障がいのある人も無い人も共に暮らす地域づくり
～広島県知的障害者福祉大会・はつらつ大会～

2012（平成24）年１月9
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このような行事を年に数回開催しています！
� ぜひ一度、デイサービスへ遊びに来てください♪

お問い合わせ先（在宅福祉課）：代表 45-2
ふくしいちばん

941　直通 45-5102　または、市社協各支所までお問い合わせください。

ト
ン
ト
ント

ント
ン肩
たたき～

♪

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

いつまでも元気でいてね !!

なつか
しいの

～

　年に数回、色んな団体に訪問してもらって民謡や踊りなどを披露していただいています。
　今回は、甲立保育所の園児たちがかわいい衣装でダンス披露と、歌に合わせて肩たたきをして
くれました。元気いっぱいの園児たちに、利用者さんからは大きな拍手が送られ、笑顔が絶えな
い楽しいひとときを過ごすことができました。

　また、毎年恒例となっている紅葉狩りを、ふれあいセンターこうだの庭で今年も開催しました。
天候を心配する日もありましたが、利用者さんは普段と違う環境で食べる昼食に満足され、食後
の綿菓子にも『なつかしいねぇ～』と大変喜んでいただきました。
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■弁護士相談（無料・予約先：市社協本所　総務課　☎45-2
ふくしいちばん

941）
※要予約 ��６名まで（１人30分程度）予約については、先着順となります。

市社協吉田支所 毎月第３水曜日

13：00～ 16：00

財産・相続・金銭貸借・離婚など
法律上の問題に関すること。
日程については変更となる場合があ
りますので、詳しくは市社協本所総
務課へお問い合わせください。

市社協甲田支所 ２月１日（水）

市社協向原支所 ３月７日（水）

※市社協吉田支所：開催月の１日、8：30から予約受付（変更あり）
※市社協支所：開催前月の 15日、8：30から予約受付（変更あり）

■心配ごと相談（無料）

吉 田 人 権 会 館 第１・３木曜日 10：00～ 15：00 ☎ 42-2826

市社協八千代支所 第 １ 月 曜 日 13：00～ 15：00

日程については変更となる場合がありますの
で、詳しくは市社協各支所へお問い合わせくだ
さい。

市社協美土里支所 第 ３ 木 曜 日 9：00～ 12：00

市 社 協 高 宮 支 所 毎　 月　15　 日 9：00～ 12：00

市 社 協 甲 田 支 所 第 ４ 月 曜 日 13：30～ 15：30

市 社 協 向 原 支 所 第 ２ 火 曜 日 9：00～ 11：00

■在宅介護者の会（お問い合わせ先：市社協美土里支所　☎59-2
ふくしいちばん

941）

１月 26日（木） 13：30～ 16：00 情報交換 美土里山村開発センター

２月 23日（木） 10：30～ 14：00 鍋で暖まろう 美土里山村開発センター

３月 ８ 日（木） 13：30～ 16：00 介護相談とレクリエーション 美土里山村開発センター

■在宅介護者の集い（お問い合わせ先：市社協高宮支所　☎57-2
ふくしいちばん

941）

２月 ７ 日（火）
13：30～ 15：30 おしゃべり、講師による話・相談 たかみや人権会館

３月 13日（火）

　これからも地域に頼られ、愛される社協を目指して頑張っていきます。
　本年もよろしくお願いいたします。
　新しい年が幸多き一年になりますように（事務局）

編集
後記

平成23年7月新潟県豪雨義援金 平成23年8月1日～12月28日 2,515円

福島県豪雨義援金 平成23年8月5日～10月31日 42,290円

奈良県台風12号災害義援金 平成23年 9月8日～10月31日 27,177円

台風12号三重県災害義援金 平成23年 9月12日～11月30日 17,649円

義援金報告 ご協力ありがとうございました。
　多くの皆さまから、社協窓口や募金箱へといった色々な形でご協力をいただき
ました。
　お寄せいただいた義援金は、全額、日本赤十字社広島県支部へ送金いたしました。
　皆様のあたたかいご協力ありがとうございました。

発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒739-1101　広島県安芸高田市甲田町高田原1490-1（安芸高田市ふれあいセンターこうだ内）
� TEL（0826）45-2941　FAX（0826）45-7012

社協だより


